
第３号様式（第１５条関係）

事業者排出量削減報告書
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住所（ｉ１ｉ人にあっ
ては、｜ｉたる'１｢傍
IWr〃)所仇地）

京都市右京区大奏上刑部町１０番地

氏名（ijl:人に心)っ
ては、オＷＭこび代

災打Ｙｎ氏*,）
株式会社ＤＮＰテクノバック関西取締役三好誠治

事業者の主たる
業種 印刷業

該当する事業者
要件 ｉｕｉ京都府地球漏暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

ｒ 

ｒ￣ 

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当率業者（大規槙運送事業者（トラック又はバス100台以上／夕
両150両以上）

クンー150台以上／鉄道車

京都府地球漏暖化対策条例施行規日''第１０条第４号骸当事業者（その(也の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して３，０００トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
ＤＮＰグループは、限られた地球環境のなかで持続的に経済社会を発展させ、循環型社会を形成していくために、環境法規の遵守はもとより、あらゆる事
業活動において環境との関わりを認識し、環境への負荷を低減する．

推進体Iliリ
全社組織：大日本印刷グループ環境委員会事業部組織：包装事業部グループ環境委員会

環境マネジメントシステム名称
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措置内容
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lWiiルキ《（文緒）

1.1％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

．「DOYOUKYOTOプロジェクト」ライトダウンに登録。
･嵐山の美観保護のたy〕のクリーンキャンペーンを実施する”

特記事項
０，ユムマＬ／′ン／ＦＤ１ＪＴ（」

1．漏室効果ガス排出量を２０２０年度までに２００５年度比］０％削減する。
２．原材料購入額に占める当社グリーン購入基蝋該当品比率を2010年度までに40％までアップす
３．事務用品・備品等購入総額に占めるエコマーク等環境ラベル認序品の瞭入上k宰身,O10fE磨土

る ◎ 
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